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父親であることをもっと楽しんで

NPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事。出版社、IT
企業など９回の転職を経て、2006年に父親支援のための同
法人を設立。父親の育児参加をはじめ、様々なテーマでセミ
ナーなどを開催する。自身も２男１女の父。厚生労働省イク
メンプロジェクト推進チーム座長など公職多数。鶴岡青年会
議所・輝く女性発信事業の講演会講師として来鶴。東京都出身。
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講演の様子（４月24日／出羽庄内国際村）

　20年前の日本は「男性が外で働いて、女性が家
のことをやる」という風潮がまだまだ残っていまし
た。当然「イクメン」なんて言葉はなかった時代です。
そんな中で、僕は父親になりました。妻も働いてい
たので、僕も育児に参加せざるを得なかったんです
けど、やればやるほど子供への愛情が大きくなって
いきましたし、子供が成長していくのを見るのが楽
しかった。それでも、仕事が立て込んでくると育児
をする時間がなくなったり、妻に負荷が掛かって妻
のキャリアに悪影響が出たり、働きながら育児をす
ることの理想と現実の間で苦しんだこともあります。
　そういった自分の経験を基に、世の中のお父さん
が、もっと育児などに携わる時間を持てるように男
性のライフスタイルを変えて、父親であることをも

っと楽しめるようにしようと立ち上げ
たのがファザーリング・ジャパンです。　　
　学術的な研究でも、父親の積極的な

育児参加は、子供が早く社会性や忍耐力などを身に
付ける上で非常にいい影響があると言われています。
だから、セミナーや講演会では「父親が育児をする
とこんなにいいことがあるんだよ」という情報をデ
ータを交えながら発信しています。　
　今、日本の出生率は約1.4ですが、全国に約400
人いるファザーリング・ジャパン会員の家庭は出生
率が2.7もあるんですよ。会員の家庭では父親が率
先して育児や家事をしているから、母親が早く仕事
に復帰できて経済的に余裕が生まれています。そう
することで、２人目３人目を産んでも大丈夫という
気持ちになる。男性が育児や家事に参加することは、
出生率を上げることにもつながっていくんです。
　今、「イクメン」が社会に浸透してきていますが、
その言葉自体をなくすことが僕らの使命だと思って
います。イクメンが当たり前の社会、みんなが仕事
も育児も楽しめる社会にしていきたいですよね。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317
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の
よ

に
な

ま
す普通徴収

（納付書等で納付）
第１期
（６月）

第２期
（８月）

3,000円 3,000円

年金特徴
（年金からの差引きで納付）
10月
支給分

12月
支給分

翌年２月
支給分

2,000円 2,000円 2,000円

【例】Ａさん（65歳）の場合
年金にかかる市 ･県民税の額

１万2,000円
２分の１が
普通徴収

２分の１が
年金特徴

※以降は全て年金特徴で納付。

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６. 28○木  ９：00 ～ 11：30 ネッツトヨタ山形㈱ 鶴岡店　
　〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

７．３○火  ９：30 ～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
　〃 14：00 ～ 16：00 鶴岡警察署

今月の各種相談窓口開設日　6/4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214   6日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 12日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 22日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040   9日○土  ９：30～16：00（要予約）・同事務所
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